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第一部 【企業情報】

　

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第53期

第２四半期
連結累計期間

第54期
第２四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 733,663 798,088 1,412,087

経常利益 (千円) 1,669 15,021 24,796

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △5,176 6,763 6,919

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △6,806 6,722 10,184

純資産額 (千円) 2,983,376 3,006,975 3,000,334

総資産額 (千円) 4,154,598 4,041,267 4,191,654

１株当たり四半期(当期)純利益金
額又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.83 1.08 1.11

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.8 74.4 71.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円) 179,320 32,207 108,043

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円) △28,742 △32,336 △31,127

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円) △59,111 △109,371 △26,628

現金及び現金同等物の四半期末(期
末)残高

（千円) 850,542 702,860 811,812
 

 

回次
第53期

第２四半期
連結会計期間

第54期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) （円） △2.75 △0.74
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第54期第２四半期連結累計期間及び第53期

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第53期第２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済が堅調に推移し、欧州経済は持ち直しの兆しがあった

ものの、中国経済の景気減速懸念が高まり、先行き不透明な状況となっております。わが国経済におきましては、

景気は緩やかながらも回復基調で推移したものの、世界経済の動向による国内景気への影響を懸念する動きもあ

り、予断を許さない状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、長年培った強みを生かした販売活動で既存顧客のニーズに応え、ま

た、新たな顧客ニーズへ提案型営業を進め、営業・技術・製造の三位一体体制で販売の強化及び生産性の向上に努

めて参りました。

この結果、売上高は、主に精密部品加工の売上増が貢献したことにより、798,088千円と前年同四半期と比べ

64,425千円（8.8％）の増収となりました。利益面につきましては、経常利益は15,021千円と前年同四半期と比べ

13,351千円（799.5％）の増益となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,763千円（前年同四半期は四半期純

損失5,176千円）となりました。

主力製品であります直動機器につきましては、新製品の販売及び民生向けに販売を進めましたが、当第２四半期

連結累計期間の売上高は555,186千円と前年同四半期と比べ17,926千円（3.1％）の減収となりました。

精密部品加工につきましては、レース用部品の売上が増加し、売上高は192,593千円と前年同四半期と比べ

78,172千円（68.3％）の増収となりました。

ユニット製品につきましては、電子部品業界及び液晶製造装置向けに販売をすすめ、売上高は50,308千円と前年

同四半期と比べ4,180千円（9.1％）の増収となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産は4,041,267千円となり、前連結会計年度末と比べ150,387千円の減少

となりました。主な要因は、売上債権25,003千円の増加に対し、現金及び預金108,951千円、たな卸資産60,806千

円の減少によるものであります。

負債は1,034,291千円となり、前連結会計年度末と比べ157,028千円の減少となりました。主な要因は、仕入債務

54,616千円、借入金101,734千円の減少によるものであります。

純資産は3,006,975千円となり、前連結会計年度末と比べ6,641千円の増加となりました。主な要因は、利益剰余

金6,763千円の増加によるものであります。その結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は

74.4％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、702,860千円となり、前

連結会計年度末と比べ108,951千円の減少となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に減価償却費43,719千円及びたな卸資産の減少額61,540千円による資

金の増加に対し、売上債権の増加額24,670千円及び仕入債務の減少額55,780千円による資金の減少により、得られ

た資金は32,207千円（前連結同四半期は179,320千円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出21,073千円により、使用した資金は

32,336千円（前連結同四半期は28,742千円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に短期借入金の純減少額40,000千円及び長期借入金の返済による支出

61,734千円により、使用した資金は109,371千円（前連結同四半期は59,111千円の支出）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、17,866千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,720,000

計 18,720,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,245,000 6,245,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります

計 6,245,000 6,245,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

― 6,245,000 ― 717,495 ― 664,455
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

尾崎　浩太 東京都世田谷区 1,123 17.98

尾崎　文彦 埼玉県川越市 1,021 16.34

尾崎　久壽彌 埼玉県所沢市 694 11.12

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10
号

161 2.57

榊原　潤 大阪府大阪市浪速区 113 1.80

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 109 1.74

ヒーハイスト精工社員持株会 埼玉県川越市今福５８０番地１ 51 0.81

ＴＨＫ株式会社 東京都品川区西五反田３丁目１１―６ 50 0.80

羽根田　良三 大阪府東大阪市 46 0.73

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４ 45 0.72

計 － 3,414 54.67
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式    2,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,238,000 6,238 ―

単元未満株式 普通株式    5,000 ― ―

発行済株式総数 6,245,000 ― ―

総株主の議決権 ― 6,238 ―
 

(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式329株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ヒーハイスト精工
株式会社 

埼玉県川越市今福580番地１ 2,000 ― 2,000 0.04

計 ― 2,000 ― 2,000 0.04
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 811,812 702,860

  受取手形及び売掛金 267,573 218,832

  電子記録債権 182,341 256,086

  商品及び製品 303,599 264,448

  仕掛品 357,196 368,695

  原材料及び貯蔵品 233,227 200,073

  その他 35,085 44,322

  流動資産合計 2,190,835 2,055,318

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 670,326 650,271

   機械装置及び運搬具（純額） 99,337 96,155

   工具、器具及び備品（純額） 14,756 19,017

   土地 1,063,504 1,063,504

   リース資産（純額） 68,271 65,721

   建設仮勘定 5,304 1,647

   有形固定資産合計 1,921,500 1,896,318

  無形固定資産 2,841 2,247

  投資その他の資産   

   保険積立金 45,502 57,829

   その他 30,974 29,554

   投資その他の資産合計 76,476 87,383

  固定資産合計 2,000,818 1,985,948

 資産合計 4,191,654 4,041,267

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 200,156 180,012

  電子記録債務 78,695 44,223

  短期借入金 90,000 50,000

  1年内返済予定の長期借入金 123,468 123,468

  リース債務 14,509 15,648

  未払金 20,601 17,474

  未払法人税等 17,000 11,866

  賞与引当金 13,467 13,750

  営業外支払手形 14,266 2,065

  その他 22,838 41,104

  流動負債合計 595,002 499,614

 固定負債   

  長期借入金 404,723 342,989

  リース債務 55,039 51,517

  役員退職慰労引当金 74,511 77,905

  退職給付に係る負債 62,043 62,266

  固定負債合計 596,318 534,677

 負債合計 1,191,320 1,034,291
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 717,495 717,495

  資本剰余金 664,455 664,455

  利益剰余金 1,606,072 1,612,836

  自己株式 △249 △329

  株主資本合計 2,987,773 2,994,456

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 983 526

  為替換算調整勘定 11,576 11,992

  その他の包括利益累計額合計 12,560 12,519

 純資産合計 3,000,334 3,006,975

負債純資産合計 4,191,654 4,041,267
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 733,663 798,088

売上原価 516,542 566,664

売上総利益 217,120 231,424

販売費及び一般管理費 ※  215,594 ※  208,273

営業利益 1,526 23,151

営業外収益   

 受取利息 61 85

 受取保険金 1,207 －

 為替差益 2,075 －

 廃材売却収入 80 66

 その他 177 61

 営業外収益合計 3,601 213

営業外費用   

 支払利息 3,458 3,163

 為替差損 － 5,179

 営業外費用合計 3,458 8,343

経常利益 1,669 15,021

特別利益   

 固定資産売却益 － 134

 特別利益合計 － 134

特別損失   

 固定資産除却損 － 18

 特別損失合計 － 18

税金等調整前四半期純利益 1,669 15,137

法人税等 6,846 8,373

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,176 6,763

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△5,176 6,763
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,176 6,763

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △45 △457

 為替換算調整勘定 △1,584 415

 その他の包括利益合計 △1,629 △41

四半期包括利益 △6,806 6,722

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △6,806 6,722
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,669 15,137

 減価償却費 46,240 43,719

 受取利息及び受取配当金 △64 △100

 支払利息 3,458 3,163

 有形固定資産売却損益（△は益） － △134

 有形固定資産除却損 － 18

 売上債権の増減額（△は増加） 148,499 △24,670

 たな卸資産の増減額（△は増加） △88,696 61,540

 仕入債務の増減額（△は減少） 75,420 △55,780

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,666 274

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,625 3,393

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,934 222

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,862 △9,365

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △5,741 11,528

 その他 383 △203

 小計 188,533 48,743

 利息及び配当金の受取額 64 100

 利息の支払額 △3,450 △3,105

 法人税等の支払額 △5,826 △13,531

 営業活動によるキャッシュ・フロー 179,320 32,207

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △16,739 △21,073

 投資有価証券の取得による支出 △602 △2

 貸付金の回収による収入 60 60

 その他 △11,460 △11,320

 投資活動によるキャッシュ・フロー △28,742 △32,336

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － △40,000

 長期借入金の返済による支出 △52,878 △61,734

 自己株式の取得による支出 △32 △80

 リース債務の返済による支出 △6,201 △7,556

 財務活動によるキャッシュ・フロー △59,111 △109,371

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,043 548

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 90,423 △108,951

現金及び現金同等物の期首残高 760,119 811,812

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  850,542 ※  702,860
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日)

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表

及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日)

税金費用の計算

 
税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、見積実効税率を用いて計算すると

著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

役員報酬 37,800千円 39,150千円

給料及び手当 37,853千円 34,963千円

支払報酬 16,552千円 17,157千円

研究開発費 9,305千円 17,866千円

租税公課 15,709千円 13,906千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 850,542千円 702,860千円

現金及び現金同等物 850,542千円 702,860千円
 

　

(株主資本等関係)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、精密機器製造事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

△0円83銭 1円8銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期損失金額(△)(千円)

△5,176 6,763

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属す
る四半期純損失金額(△)(千円)

△5,176 6,763

普通株式の期中平均株式数(株) 6,243,200 6,242,855
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。前第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会 御中

 

優成監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   前　　田　　裕　　次　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   宮　　崎　　　　　哲　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精

工株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日

から平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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